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高電圧直流給電技術

ICTサービスの普及に伴い、ICT設備の消費電力量は増加の一途をたどっ
ています。消費電力量の増加は、運用コストの増加とCO2排出の増加による

環境破壊につながります。高電圧直流給電システムは、データセンタや通信
ビルに設置されるICT装置への給電をDC380Vで行います。このため従来の

交流給電に比べ、給電の高効率化、高信頼化、経済化を図ることができ、“地
球にやさしい”給電システムを構築することができます。

直流給電は、“交流⇔直流の電力変換段数が少ない”ため、電力変換損失
を低減させ、消費電力量を対交流給電比で、約15％削減できます。バッテリーか
ら直接装置に給電できるため、故障確率が低く、信頼性の高い給電システムで
す。高電圧直流給電は、DC-48V給電に比べて高い電圧で給電するので、よ
り小さい電流で給電でき、ケーブルの細径化、設備コストの低減、設置自由度
の向上を図ることができます。また、DC-48V給電で培った電圧変動抑制技術
を応用し、安定した給電システムを実現しています。人体への安全性に配慮
し、活線部を露出させない構造を採用しています。

データセンタや通信ビルなどへ導入することにより、環境にやさしいグリー
ン・データセンタを実現することができます。

●高電圧直流給電システムのメリット

ICT装置

発電機 蓄電池

整流装置 電流分配装置
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HVDC用電流分配装置の開発HVDC用整流装置の開発※

給電条件の最適化

●主な技術開発項目
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・システム効率の向上
  （電力変換段数：少）
・高信頼性
（蓄電池直結）

・ケーブルの細径化
（設備コスト低減）
・設置自由度向上
（配線長距離化）

15％省エネ

※NTTファシリティーズにて開発

HVDC用電流分配装置の開発

ICT装置のHVDC対応促進
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